
1. 研究の背景と目的 

台湾では、2015 年までに 65 歳以上人口は総人口の約

12%注１）を占め、今後はさらに高まると予想されている注

１）。一方、1957 年から 1975 年にかけて建設された台北

市にある国営住宅団地は、建物の老朽化により、一部の

空間が遊休化している。 

本研究の対象事例のある台北市南機場国営住宅団地は、

1964年から1971年の間に建設された公的な分譲集合住

宅の団地である。戦後注２）、台湾へ移住した中華民国国軍

とその家族の住宅不足を解消するために建設された。現

在は建設から 40 年以上が経過し、建物の老朽化や居住

者の高齢化にともない、コミュニティの希薄化の問題に

直面しつつある。2015年の段階では、団地の全住戸2,108

戸のうち 1,360 戸１）には社会的弱者が居住しており、約

65％１）を占める。現在、団地内には 40 の空き店舗があ

り、そのうち、第二期団地は 36 店舗を占めている。 

台湾の高度成長期に建設された集合住宅団地は、空間

の遊休化と団地コミュニティの希薄化を直面しつつあり、

遊休空間の再利用や団地活性化の向上に関する研究が多

く行われている。台湾における高経年の公的な集合住宅 

 

団地における未利用空間を再利用することは団地の施設

の長寿命化とコミュニティの向上を関わる大切な課題で

ある。 

本研究は、台北市南機場国営住宅第二期団地内の遊休

化した空間を再利用している事例を対象とし、その経緯

や空間利用の現状を明らかにする。そして、団地周辺地

域とのつながりや、団地コミュニティを活性化する可能

性について考察し、高経年の公的な集合住宅団地の住環

境整備に向けた知見を得ることを目的とする。 

2. 既往研究と本研究の位置づけ 

台湾より先に高齢社会注３）を経て超高齢化社会に突入

している日本において、団地の空きスペースを再利用す

る事例が近年散見されるようになった。青木茂ほか２）は、

2000年から2010年までの公営住宅の機能を部分的に変

更した 41 団地 44 実例を整理した。44 実例のなかには、

空き住戸を高齢者用住宅や障害者用住宅へリノベーショ

ン、あるいは、空き住戸や店舗を団地のコミュニティ施

設へコンバージョンした事例があった。これらの事例は、

リノベーションや機能転用により、高齢者支援やコミュ

ニティ活性化に向け、空間に新しい価値を付与していた。 
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このような事例は、 の台湾が直面するであ う課題

に対し い。 
日本における公的な集合住宅団地の遊休化した空間

空き店舗や空き家）の利活用に関する 研究 なく

ない。 ら３）は、 空間の われ方の変化、 ベン

、 の移 な の により、 における地域や

店 のコミュニティ支援の内 や スを し、ま

た、 ら ）は、 により空き家利活用による実

施の を明らかにした。コミュニティ の 営や利

用 について、 中ら ）は、 住 を活用した多

住宅の 営・活 実 を明らかにした。

一 ら ）は、団地にある空き住戸への NPO 活 入の

可能性、 営実 を明らかにし、 入した NPO と団地

や地域のコミュニティ支援の 2 つの 面から一 的に

価を行った。 上 ら ）は、 営者、 ー ス 間・

内 、 な 、利用実 を明らかにした。空き家のシ

居住事業や住戸内 DIY について、大 ら ）や

ら ）は、シ 居住事業の内 と DIY の実 の分

を行った。 
一方、台湾における公的な集合住宅団地の再利用に関

する研究は られない。た し、市 地における遊休空

間の再利用に関しては、 や 、 の研究が

ある。 １ ）は、ニュー ンにある われていない

を再利用について、 家への リン から空

間再利用の可能性を した。 １１）は、台 市内

にある われていない 察 の現状とこれから再利用の

可能性を した。 １２）は、集 にある遊休化した

空間における、住民の空間活用 後の 活の変化を明ら

かにし、 全な集 再 対 の課題を た。 
 本研究は、台湾では関 研究が ないため、日本の

研究を しつつ、対象事例の活 や住民の

状 より、 活 と 営 を分 し、団地住民の

活支援や団地活性化の可能性と周辺地域およ 団地を

たつながりへの可能性を るものである。 
3.  

3.1 南機場国営住宅団地の  

台湾台北市の 華 に する南機場国営住宅団地は、

戦後の住宅不足を解消するために、 の台湾 国民住

宅 建 理 会注 ）の で、1963 年 1972 年に 期

に分けて建設された 1）。 

団地の建設 は、 期とも により建設され、

地の は全て国家であり、建物の は一 の

入者であった。その後、1983 年に は、建物 者の 

1 台湾 地の 本  注 ） 

 
   

   

 1964 (  1968 (  1971 (  

 17,489  7,575  2,552  

 RC  RC  RC  

 5  5 (地 1 ) 6 (地 1 ) 

    

 1264  580  264  

用住  866  353  141  
 

  
 1 南機場市場の 、 2 南機場市場の 6) 

希 者に、住戸の 地 の い を行った。1990
年には、 った の は に台北市に移 され、

現在まで台北市、国 国 、内 部）注 ）と一

入者の 者が している。本研究の対象団地は、南

機場国営住宅団地で第二期の 1968 年に建設された 5 階

建て集合住宅団地である。 

3.2 およ  

研究の対象は、第二期団地の地階空間にある ンキ

バン ン 南機 ） 以 ンキバン ン）という遊

休化した市場 1）を利活用した である( 2)。 

2017 年 3 に 営者への リン を実施した。ま

た、 者は ベン の ンティ として、 の活

に し、 察 を行った 3）。また、2016 年 4
から 2017 年 1 までの ベン の およ

営 を 入した。 
リン の対象者は、 ンキバン ンの 者、活

の ・ およ 事 の 3 人とし、 ンキ

バン ンの 営状 およ 活 について いた。 

 

第 期 

第二期 

 

市 
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4.拠点空間の と 営 

4.1団地コミュニティ の  

 2016 年 4 から台北市は、南機場国営住宅第二期団

地において、 市更新 注 ）が団地にいる社会的弱者の

現状や建 ニー の き り を団 Aに した。

その後、 において行 が し、 団 5 団 に

よる、 を目的とした空間利用の がは まった。

これまでこのような団地活性化の は台湾では例は

ない 4）。 
 この 5 団 は ンキバン ン の を い、団地

コミュニティ支援 を 成し、第二期団地のコミュニ

ティ支援を行っている。B E 団 は の活 支援や

活 で している。また、 空間も ンキバ

ン ン と れている。以 から 明した ンキバ

ン ン は 5 団 を めることである。 
団 A は、社会学や 理学な の を つ ンバー

によって 成された 団 である。 空間の 理者

と空間の な 営者として、活 の 、 あるいは、

空間の な の業 を行っている。 
団 B は、2007 年から 華 に 在している NPO 団

であり、地 の弱者団 の支援やまち くりな の目

的として、 華 の社会大学や台北市内の一 的な大学

と し、 華 で活 している。団 の木工 は

空間において、木工教 を している。 
団 Cは、台北市にあるものつくりの 団 である。

スやペ な のリ 物を利用し、台

北市の 地でもの くり教 を している。 
団 D は、台北市の 化 にある団 であり、

や 華 な の リ において活 し、 ー スへ

の支援を目的としている。 一 、 ンキバン ンに

おいて団地住民を対象とした 事会の や地域の ー

スのためにお くりを行っている。 
団 E は、台北市にある 人 台湾

会 に する内 工事 ー である。台北市内の社会

的弱者を対象に住宅の内 の 工事を行っている。 
4.2拠点空間の  

 空間 の  

 ンキバン ンは 2016 年 4 より、住民と一 に地

1 階の われなくなった 設店舗スペースを 付け、

中 大学の ンテリ ン学の教 や学 たちと

し、空間を ンし、施工まで行った。また、台北

科 大学建築学の教 や学 たちとも し、家 や

を した。 

 1 の およ の 3 4 5  

 団地の 面の 入口と階段 は、長年に してない

が も 用しなかったために団地住民が不 に

ていた。 ンキバン ンは一階入口の に のペンキ

り、市場を する ージを き、 は の 2  
2 地 空間の利用 の  

 空間 用の   

1969 
地 1 に 置

る 
団地住 の 場 

1988 
の の市場

した 
空 84%13)に る 

1989 
地 空間の

た 

区の 市場 し

た  

1995 

の空間 用 国 9

した 南 の

場に た 

の空間 住 に

け 活 る

に る 

2016 の の  の拠点と る 

3 の  

   

の  2017/3/8 

の目的 空間の利用

・ 空間の 営

 

の  2017/3/9 の 空間の利用

住 の

に

の の  
の事  2017/3/9 

の空間  2017/3/8-11 ティ  

4 の  

空
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団
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団  
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*
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*活 の  

*拠点の  
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営  
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団  

 

 
の  
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団  
 

の  
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団   
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3 ( )の市場の 10) 

  
4 の 10) 

住宅系研究報告会論文集 12　日本建築学会　2017.12

－ 151 －



  
5 の 11) 

テー を り、 ンキバン ンへの く を した。

階段 の は新しい いペンキを り、木工教 でつく

った や 物な を設 した。 は再利用し、

ベン の や の を行った。 

 地 空間は、空間 は可 間 切りを設 し、空間

が不足する場合、可 間 切りを切り 、 の空間と

つな る。 

 団地コミュニティ の拠点 

住民・ 者と一 に 理や 事ができ、さらに 、

スペース、ワー ショ 、 な の多目的

の機能を考 、 ンキバン ンはリノベーション、 か

ら の 9 つスペースを整備した 5）。 
2016 年 5 に ー ンし、 ンキバン ンと

域が なる の 4 つの地 団 が で利用し、

々な ベン を し、団地の高齢者や たちも

することがあり、その には、団 ンバーと した

り、 は物 を いたり、かくれ で遊 りする。 
4.3拠点の 営 

 

 団 A は、 対象の いにより なる を用

いた。団地住民に対しては、団地内の 、 あ

るいは、周辺店舗による ー な により

した。また、団地住民以 に対しては、Facebook、SNS、
ー ジンな で した。 

の 営  

 ンキバン ンは、 ベン の により団地住民と

地域住民の の を目 した。地 やほかの地域に

あるコミュニティ との や により、団地活性

化の や つ知見を に てた。 は 入り

にし、 ンキバン ンの ンバーが住民と したり、

と物 を いたり、かくれ で遊 りな のこ

とにより、住民との 頼関 を築いた。 

営 間 

の 営 間は、 から日 まで、 後 3
から 8 までである。しかし、 ベン の状 に て

の 営 間を 整している。 

5 空間の利用 12) 
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5. の活  

2016 年 4 30 から 5 14 日までの 行 営、およ

、5 22 日の ー ンから 2017 年 1 14 日ま

での 営 によると、 年の間に ンキバン ンは、

地 空間において 80 、10 以上の活 を 1
で 8.8 した 6）。 

5.1活 の  

活 は 8 つに分 し、 理教 や 事会な の

事 ができる活 は 、団地住民に対して で

家 の 理・ やお の をする 活支援

は、 ンキバン ンが団地高齢者へのお の を

て、住民の 活支援を行った。木工教 やもの くり

な の くり では、 者との活 を て、

住民の 活ニー を き りことが た。また、

シリテー ーが 者を集い、団地空間に対して 見や

を し合う活 は ワー ショ 、

や 会な の は ー 、 ンキバン ン

と地域 NPO 、店舗を し、団地住民や地域

住民が 々な ができる ーティ・お りや ー

は ベン 、 部の団 が れて ンキバン ン

と経 ・見学な は や見学 、空間の は そ

の とした。 
5.2活 の  

活 の を

の 5つに分 した。 的には、 ンキバン ン内

の 5 つの団 による や である。 事

会 や もの くり教 、 ワー ショ な は

、それ以 の団 が の空間を りて

する 理教 や まち くりに関する な は

、 部の たいが れて ンキバン ンと地域

支援や団地支援の経 を する場合は 、 ンキ

バン ンとそれ以 の団 や 人と して する

ー は とした。 

分 の で見ると、 と が合 6
以上を占め も多く、 に が 2.5 で多かっ

た。 用した団 は、2 つ以上の団 にまたがる場合が

80事例中 41事例と を占めた。そのなかでも、A団

が し、B、C、D、E団 がそれ れの 域を か

した支援による が多かった。 

5.3活 の  

や見学 およ お の の 2 つの

者は に ンキバン ンの 5 団 であった。活 につい

ては、団地内 の住民に をしておら 。 

  

  

  
6 のづ ( )およ 事 ( ) 事 の活
の した し る 13) 

それ以 の 者は、第二期団地の住民が も多く、

全 の 5 以上を占めた。なかでも、 経 ある住民

の コミにより、新しい 住民が た があった。

二 目に多い 者は、 周辺住民 と 華 であ

った。また、 くり ワー ショ の

活 は 第二期団地の住民 周辺住民 華 の

者が多かった。 
5.4 間 

 活 の 日 は、 や見学 およ その で

は、 の団 や 対象の 合によって なったが、

第二期団地の居住者と周辺住民を な対象とする 家

の 理・ 理教 事会 もの くり ワ

ー ショ な の ベン では、木 の18:00-20:00、
およ 日 の 15:00-18:00 や 18:00-20:00 に集中し

ていた。 家 の 理・ は、 後の の

に し、 理教 およ 事会 は、 者が

できるように、 もの くり教 の後に 理教

や 事会 を していた 6）。 

5.5空間の利用 

ンキバン ンにおける利用された空間は、空間

5以 ）が も多い。 理教 や 事会 な の

活 は くり 以 の に多い活 である。空間

は ベン の に て、可 間 切りにより、

空間 とつな ることができる。 

活 がない には、まち くりに関する や会

な として、 の に している。また、 段は、

住民が 入りに利用できるように、 ンキバン ン

と すや遊 さらに木工 の りるによって、利用

の向上が できる。 
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7 における団地活 化の  

6. 7  

ンキバン ンは の

4つの のなかでも、 において 団 の

を き しつつ、 に ー し合う によ

る が とい る。 

また、 ンキバン ンは 活支援 を して、

住民に対して 活支援を行い、また、 、 く

り 、 ワー ショ な の活 により、 し

て現場の設営を行うな の過程を して、 に、 もの

くり教 の後に する 活 により、 者

と一 に 理したり、 事するな の を して、

団地住民や周辺住民、 華 者の 頼関 を

に築き、関 が まっていると考 られる。 

ンキバン ンが、団地住民に対する支援や団地の

コミュニティの向上における団地環境の や、団地

住民や周辺住民との 機会が たことは明 な

にあらわれたと われる。また、 団地住民の活

への により、団地を たつながりが まれた。

活 が まれ、団地活性化につながりつつあるとい

る。 
7.  

本研究では、 ンキバン ンにおけるその経緯や空

間利用の実 を明らかにし、その課題およ 団地を活

性化する可能性について考察を行った。その を以

にまとめ、 とする。 
地 空間の利用 

ンキバン ンが行った 、 、 な の 内空

間のリノベーション して、 い地 空間が明るくな

り、地 空間は可 間 切りによる空間の な利

用 を可能とした。また、 の 営や活 によっ

て、地 空間の利用 が向上し、団地住民が に

れる の が された。 
団地住 の 活  
ンキバン ンは 5 つの団 の 域により、

に ー し、 や を して、地 空間にお

いて 活支援 、ワー ショ 、 、 ー 、

ベン 、その な の 々な ベン を行ったが、

なかでも活 を して、 の目的を しつつ、

団地住民の 活ニー を明らかにし、支援活 に 考

にすることができ、 家 の 理・ お の

の活 となり、団地内の 高齢者や 活弱者と

得者との れあいや、 らへの 活支援につなが

った。 
団地の活 化およ 団地コミュニティの  
ンキバン ンは活 を 、団地住民は新しい

の場や くりの機会が得られ、さらに、周辺の

住民や リ の住民の により、 ンバーと団地

住民、 団地住民における 頼関 を築き、団地を

た関 が 成された。また、 ンキバン ンと地域

の NPO 、店舗を した ベン により、

華 リ およ 団地のコミュニティとの につ

ながた。 ンキバン ンにとっては、地域の NPO
・団 の につながり、南機場国営住宅団地の活

性化に向けた経 が得られたと考 られる。 
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に く さった台北市 市再 ン ー南機場

の 、また リン に いた ンキバン ンの

に よりお し上 ます。 
 

 
注 1) 民国 104 年 2015 年）第 内 部 (2014 年までの

人口分 )の によると、 2014年までに台湾の人口 移で

0-14 歳は全国総人口の 合の 14.0％を占め、15-64歳は 74.0％を

占め、65歳以上人口は 12.0％を占める 。また、 2004年に 0-14

歳の人口 合は 19.34%を占め、2015年は 13.99%に らした。2004

年の 65 歳以上人口は 9.48%を占め、2015 年は 11.99%に した。

高齢人口は年々を けて しているので、 高齢化の 向があ

る とされた 1） 

注 2) ここの戦後とは 国 内戦 である。1919 年に 成した中国

国民 と 1921 年に まれた中国 は と対 を り した

が、1937 年からの日中戦 では日本を の として した。

しかし、日本の 戦後は対 し、1945 年に再 内戦になり、1949

年に が 利して中華人民 国の建国を した。一方、国

民 は台湾に して を した。この 1945年から 1949年ま

でにあった内戦が国 内戦である 2） 

注 3) 1956年の国 合の によると、 高齢化社会 は高齢

化 7-14%、 高齢社会 は高齢化 14-21%、 超高齢化社会 は

高齢化 21%以上とされる 

日本の高齢化は、 65歳以上の高齢者人口は、3,392 人となり、

総人口 に占める 合 高齢化 ）は 26.7%となった 3） 

注 4) 台湾 国民住宅 建 会 とは 建国民住宅

例 を き、 が国民に し建設する住宅や が直 に

建設する国営分譲住宅の建設 、 、 理な 、業 をする

会である 

注 5) 南機場国営住宅団地第一期の は、住宅住戸を機能の で

店舗は設 されなかった。その後、一階の住民たちが住戸を店舗に

した 

注 6) 1、2 ンキバン ン  

注 7) 国 とは国 不 を 理する行 機関であり、

内 部 とは 国の内 に する 

注 8) 台北市 市更新 とは、 市の再 を する部 に

する 

注 9) 国 とは、日本の に する 

注 10) 3、4 ンキバン ンをの  

注 11) 5： 者 。 

注 12) 5： リ ー の 、 ワー ショ の の

は ンキバン ン 。 空間 は 者  

注 13) 6： ンキバン ン  
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